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今年度も無事に、対面での研修がスタートしました！
感染対策を実施した上で開催しています。講師・受講生の方々、ご協力ありがとうございます。

摂食嚥下障がいのある方への支援
～薬剤師の関わり方～ （神奈川県総合リハ事業団）

5/27

在宅で生活している摂食嚥下障がいのある方に対して、“薬に関する支援”をテーマに開催
しました。摂食嚥下障がいに関わる各職種の役割や地域における薬剤師との連携、薬の知識
や嚥下能力に合わせた服薬の支援方法などについて、講義や体験を通して学びました。特に
服薬体験は、利用者様の気持ちや服薬支援を考えるきっかけになったなど非常に好評でした。

講師 厚木市立病院 薬剤師 徳原大介氏

タカノ薬局 薬剤師 武田 浪広 氏

神奈川リハビリ病院 ＰＴ 小泉 千秋
体験したゼリーの一例で、
薬の苦みをとる工夫です



からだにやさしい介助入門

～起居動作編～ （ウィリング横浜） 6/6

普段行う機会の多い起き上がりやベッド上での移動について、動きのメカニズムをふまえ
た介助練習を行いました。実技が多く、体力を必要とする研修会でしたが、受講生の皆さ
んは精力的に練習に取り組み、大変充実した研修会となりました。

神奈川リハビリ病院 ＯＴ 佐々木 貴

地域リハ支援センター ＰＴ 有馬 一伸

講師 神奈川リハビリ病院 ＰＴ 太田 啓介

コミュニケーション支援の実際 （プロミティ厚木）
6/10

神経難病を中心に『その方に寄り添ったコミュニケーション支援とは？』
をテーマに、支援の心得や事例を通じた具体的な支援方法の紹介、機器
体験やグループワークを行いました。
講師の先生方の体験談や工夫をビデオで見たこと、文字盤やスイッチ、視
線入力の意思伝達装置などの体験、グループワークで多職種の視点を学ぶ
ことができたことなど、コミュニケーション支援の幅が広がる内容でした。

講師 かながわ難病等リハビリテーション支援連絡会 ＯＴ 中川 翔次 氏

神奈川リハビリ病院  リハエンジニア 柏原 康徳

地域リハ支援センター    ＯＴ 清水 里美

医療法人社団芳英会 吉野内科・神経内科医院 ＳＴ 山本 直史 氏



高次脳機能障がいセミナー（小児編） ７月 ８日（土） 厚木商工会議所

セラピストのためのハンドリング入門 ７月２２日（土） プロミティ厚木

高次脳機能障がいセミナー（理解編） ８月２６日（土） 県総合医療会館

研修会は、約２ヶ月前から募集を開始いたします。
詳しくは、ホームページをご確認ください。

『膝・股関節が固くなってしまい伸びません。何かいいポジショニング方法はありますか？』

というポジショニングに関する相談は多いです。 なぜ、関節が固くなってしまうのでしょうか？

＜考えられる要因＞

① 同じ姿勢のままでいることが多い（ベッド上/車いす上）

② からだのどこかに痛みがある

③ からだを伸ばす機会があまりない

＜ポジショニングのポイント＞

✓ すき間をうめるだけでなく、「からだの重さをクッションにのせる」イメージで差し込む

✓ なるべく大きく広い面で支える（大きめのクッションがベター）

✓ 差し込んだ後は、「ゆっくり揺らす」などして筋肉の緊張をほぐす

①～③は、いずれも筋肉が固くなりやすい

状態であり、それが関節の固さ（拘縮）に

つながっている可能性が高いです。

よくみられるポジショニング

膝に枕をはさんでいるが、足の緊張は 
高い状態（つま先が上を向いている）

筋緊張がゆるみやすいポジショニング

おしり部分～太もも・足先にかけて、足の重さ
を枕全体で支えるように差し込む

介助者の性急な動きも筋緊張が強くなる要因となるので、
“ゆっくり・やさしく” を心がけましょう！！



令和５年

４月～５月末までの

専門相談実績

〒243-0121 神奈川県厚木市七沢516

神奈川県総合リハビリテーション事業団

地域リハビリテーション支援センター

☎ 046-249-2602

FAX 046-249-2601

梅雨に入り、不安定な天気が続くと、気持ちが少し沈み
がちになります。しかし、週末に孫の笑顔を見に行くこと
で、気分がとても晴れやかになります。バギーでお散歩に
行けなくても、室内で元気にハイハイしている姿にほっこ
りしています。（A）

障害者更生
相談所

居宅介護
支援
事業所

市町村
地域包括
支援事業所

本人・家族
障害者

相談支援事
業所

障害者施設 医療機関
訪問看護
事業所

保健福祉
事務所

高齢者施設
訪問介護
事業所

教育機関 その他 合計

県央 2 2 11(4) 2 17(4)
湘南東部 2 1 3
湘南西部 1 1
県西 2 2
横須賀・三浦 1 2 3
横浜市 5 5
川崎市 1 1 2
相模原市 1 2 1 4
県外 0
合計 2 1 1 14 2 12(4) 3 2 37(4)

神経・筋疾
患

脊髄障害脳血管障害骨関節疾患
後天性脳損傷
（除くCVA）

脳性麻痺 知的障害 視覚障害
その他（切
断・加齢
等）

不明 合計

県央　　　　 5 1 3 8(4) 17(4)
湘南東部 3 3
湘南西部 1 1
県西 2 2
横須賀・三浦 3 3
横浜市 1 4 5
川崎市 2 2
相模原市 1 1 1 1 4
県外 0
合計 5 1 5 1 11(4) 13 1 37(4)

(  )の数字は訪問

NPO法人高次脳機能障害友の会ナナと

「パーソナルノート」を作成しました

高次脳機能障がいのみならず、主介護者である家族が不在になった時の支援体制
について、不安をお持ちの当事者家族は多くいます。しかし、NPO法人高次脳機能
障害友の会ナナの会員を対象としたアンケートを実施したところ、半数近くの家族
が「今は備えていない・今後備えを考える」と回答されました。
そこで、ご本人の生活状況をまとめていただくとともに、何かあった時に支援者

が必要な情報を得られるように、「パーソナルノート」を作成しました。さらに、
今後は家族と地域支援者（相談支援事業所）をつなぐ取り組みも行う予定で、前号
で報告させていただいた通り、３月には平塚市で相談会を開催しました。
お住まいの地域でどのような対策が考えられるのか、皆様と一緒に考えたいと

思っています。（高次脳機能支援室 瀧澤学）

「パーソナルノート」は地域支援センターホームページからのダウンロードが可能となっています
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